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◎問い合わせ　都城島津邸 　☎23-2116
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◎問い合わせ　志布志市企画政策課 　☎099-474-1111　

今回は志布志市を紹介します。
世界への窓口　志布志港
志布志市は、平安や南北朝の中世の時代から外
国にまで交易を広げ、優れた海運力を誇りました。
世界への窓口となる志
布志港が平成 23年５月、
国際バルク戦略港湾と
して選定されたことで、
今後、さらに世界に羽ば
たこうとしています。

「郷と郷」「人と人」「物と物」をつなげる
南九州地域における国際物流拠点港として発展
してきた志布志港。物流だけでなく、国内外のフェ
リー定期航路も充実しています。
コンテナ貨物の取扱量は年々増加傾向にあり、
また、充実したフェリーネットワークを築いてい
て、観光やビジネスに利用されています。
このように、志布志港は圏域の発展に欠かせな
い重要な役割を担っています。

国指定重要文化財

「紺
こんいとおどしむらさきしろかたすそどうまるおおそでつき

糸威紫白肩裾胴丸大袖付」
今回は、都城島津家に伝わる最も古い甲冑「紺

糸威紫白肩裾胴丸大袖付」を紹介します。
この甲冑は、室町時代に流行した「胴

どうまる

丸」と呼
ばれるものです。胴・大

おおそで

袖ともに紺色の糸を中ほ
どに、その上下に紫と白の２色の糸を配し、金具
には島津本家の家紋をあしらうなど、色鮮やかに
仕上げられています。
この甲冑は元

げんき

亀２年（1571年）、都城島津家十代
北
ほんごうときひさ

郷時久に従って鹿児島に赴い
た家臣の津

つまがりかねひろ

曲兼広が、島津本家
当主の義

よしひさ

久より授かったものと
伝わっています。
この時期に作られた胴丸とし

ては、保存状態がとても良く、
製作時期もほぼ特定できること
から、平成６年には、国の重要
文化財に指定されました。

都城市立図書館　●休館日／８月20日・27日、９月３日・６日・10日
高城図書館　　　●休館日／８月19日・21日・28日、９月４日・11日

子
ど
も
の
た
め
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夜
間
映
写
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（
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イ
ト
シ
ア
タ
ー
）

●
８
月
18
日
㈯　

19
時
30
分
～
20
時
30
分

※
夜
間
の
た
め
、
必
ず
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

国
際
交
流
員
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
会

●
８
月
22
日
㈬　

15
時
～

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン
　
読
み
聞
か
せ
会

●
８
月
25
日
㈯　

11
時
～

「
ハ
ー
フ
が
美
人
な
ん
て
妄
想
で
す
か
ら
!!
」

サ
ン
ド
ラ
・
ヘ
フ
ェ
リ
ン
（
著
）
中
央
公
論
新
社
（
出
版
）

「
ハ
ー
フ
っ
て
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
だ
し
、
モ
デ
ル
や
タ
レ
ン

ト
に
だ
っ
て
な
れ
る
か
ら
い
い
よ
ね
」。
い
え
い
え
、
そ

れ
は
妄
想
で
す
。
日
独
ハ
ー
フ
と
し
て
日
本
で
過
ご
す
著

者
が
、
ハ
ー
フ
の
現
実
を
お
も
し
ろ
お
か
し
く
紹
介
。

「
ず
っ
と
ず
っ
と
い
っ
し
ょ
だ
よ
」

宮
西
達
也
（
作
絵
）
ポ
プ
ラ
社
（
出
版
）

い
つ
も
独
り
ぼ
っ
ち
の
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
。
寂
し
が
り

や
で
友
達
が
欲
し
い
の
に
、
み
ん
な
は
怖
が
っ
て
近
づ
こ

う
と
し
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
プ
テ
ラ
ノ
ド
ン
の
女

の
子
が
や
っ
て
き
ま
す
…

8
月
16
日
→
9
月
15
日

お
は
な
し
の
部
屋
「
そ
ら
ま
め
」（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
８
月
23
日
㈭　

11
時
～

本
と
お
は
な
し
の
会  

●
９
月
８
日
㈯　

14
時
30
分
～

　

内
容　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
も
り
で
の
プ
ッ
テ
の
ぼ
う
け
ん

●開館時間／9：30～18：50
●開館時間／9：30～18：00
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このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
郵
政
は
が
き
で
も
可
）

今月号を読んでのわたしの一言

国
際
交
流
員
の
ひ
と
り
ご
と

ク イ ズ広 報

問

問

問

答

答

答

　暑さ真っ盛りの８月です。初めて都城に足を踏
み入れたのは３年前の８月でした。モンゴル人の
私には、蒸し器のように感じた都城。モンゴルで
は朝夕が少しずつ涼しくなってきている頃だから
です。
　母国では「７月11日に行われる国家の大祭典
“ナーダム”が終わったら秋だ」と言われています。
モンゴルは日本と比べると標高が高く、湿度がと
ても低いので、確かに体感温度は低いのですが、
７月が終わると秋になるわけではありません。祭
り三昧の後でも仕事を怠らず、秋の次にやってくる
冬の準備を早めに済ませようという意味なのです。
何世紀も前から遊牧生活をしている人が多いモン
ゴル。家畜の飼育に適した牧草や地形を求めて
季節ごとに移動生活をする遊牧民にとって、牧草
が育たない冬は一番用心すべき時期であるため、
このように言われています。
　ちなみに、遊牧民ではない私は
というと「ナーダムが終わったら宿
題だ」と親から言われていました。
◎問い合わせ
　生活文化課・国際化担当
　☎23-2295

バヤンバト・ムンフバヤルさん（モンゴル）Vol.12

夏だけど。。。。

��
●�
歯
の
衛
生
週
間
を
読
ん
で
、
私
は
子
ど
も
の
頃
、
む

し
歯
で
痛
い
思
い
を
し
た
の
で
、
自
分
の
子
ど
も
の

歯
磨
き
に
は
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
む

し
歯
は
「
ゼ
ロ
」 

で
す
。

（
都
原
町　

Ｙ
・
Ｔ
さ
ん
）

●�

甘
酢
ら
っ
き
ょ
う
が
味
の
決
め
手
の
カ
ボ
チ
ャ
サ
ラ

ダ
。
早
速
作
っ
て
み
ま
し
た
。
少
し
だ
け
の
つ
も
り

が
…
。
お
い
し
く
て
、
１
人
で
全
部
食
べ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
家
族
に
は
次
回
作
り
ま
～
す
。

（
山
之
口
町
富
吉　

Ｙ
・
Ｓ
さ
ん
）

●�

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
。
都
城
が
元
気
に
な
る
よ
う

な
活
動
で
す
ね
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
側
も
応
援
す
る

側
も
、
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

（
山
田
町
山
田　

バ
ナ
プ
ー
さ
ん
）

●�

介
護
マ
ー
ク
の
存
在
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
車
の

初
心
者
マ
ー
ク
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
広
く
周
知
さ

れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

 （
山
之
口
町
花
木　

み
い
た
ん
さ
ん
）

●�

私
は
、
出
掛
け
る
と
き
に
電
気
メ
ー
タ
ー
を
見
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
日
中
は
冷
蔵
庫
の
み
の
稼
働
な

の
で
、
ゆ
っ
く
り
回
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
思
わ
ず

「
ニ
ヤ
リ
」
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。

 （
菖
蒲
原
町　

Ｙ
２
４
２
さ
ん
）

①犬を飼うには、生涯１回の登録と、年１回
の狂犬病予防○○が必要です

②踏み台を登り降りする運動です。○○○○
運動

③人の風景に登場した末永陽子さん。キッズ
○○○○の運営委員を務めています。

　

Vol.80



施 設 案 内施 設 案 内
今月の 読者プレゼント

商品提供事業者

都城市役所 秘書広報課 行
（広報 都城 No.80 2012年８月号）

【青井岳荘お食事券 ペア１組】

青井岳温泉㈱ 
（山之口町山之口）
☎ 57-2177

「とろみの湯 100 選」に選ば
れた自慢の温泉と、レスト
ラン「雅楽」のお食事など
魅力満載です。皆さんのご
来場をお待ちしています。

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
番号と、わたしの一言や８月号を読んだ感想を書い
て、〒885−8555　秘書広報課まで。正解者の中から、
抽選で１人にプレゼントを差し上げます。

※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選
者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　８月31日㈮　当日消印有効
◎発表　本紙 10 月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集し

ています。詳しくは秘書広報課まで問い合わせください

◎６月号クイズの結果【応募総数 66 通】
　★正解／①歯　②クラフト　③節電方法（自由回答）
◎６月号当選者　冨永　恵子さん（都北町）

※８月16日～９月15日の日程
■美術館（姫城町）	 ☎25-1447
開館時間　９：00～17：00（入館は16：30まで）

入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
8月27日㈪～9月13日㈭までは展示替作業のため休館
※�９月１日㈯・２日㈰・８日㈯・９日㈰は、住民票など
の発行はできません
◎〈入門〉アートの疑問「イロとリドリ」　～８月26日㈰
◎第59回都城市美術展覧会（９月14日㈮〜30日㈰）
■都城歴史資料館（都島町）	 ☎25-8011
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）　

入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展「ちょっとスゴイ！　原始・古代の都城」
　～９月２日㈰

■たちばな天文台（高崎町） 	 ☎62-4936
開館時間　10：00～15：00　
※夏休み期間中（〜８月31日㈮まで）は19：00〜22：00も開館

入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）
◎七夕の夕べ（コンサートとトークショー）
　８月24日㈯　19：00～

■旧後藤家商家交流資料館（高城町）	 ☎58-6900  
開館時間　10：00～16：00

入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

■高城郷土資料館（高城町）	 ☎58-5963
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

■山之口弥五郎どんの館（山之口町）	 ☎57-3713
開館時間　９：00～17：00

入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

■人形の館（山之口町）	 ☎57-5295
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

■都城島津邸（早鈴町）	 ☎23-2116
開館時間　９：00～17：00（入館は16：30まで）

観覧料　「本宅」　小学生以上100円
　　　　「都城島津伝承館」　一般210円
　　　　高校・大学生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎島津伝承館企画展　「まもる武　たたかう武」
　～９月30日㈰　※期間中、小・中学生は無料



イベントカレンダー（8月16日～9月15日）
※【　】内は場所、問は問い合わせ先　

都城市エリア

８
月

26日㈰　17：00～　
高城観音池まつり【観音池公園】
問 高城観光協会　☎ 58-6900

31日㈮～９月２日㈰
ビーチバレーＪＢＶツアー第４戦
【霧島ファクトリーガーデン】

問 同実行委員会　☎ 03-3552-1078

９
月

９日㈰　８：00～11：00
ぼんち市【東中町通り】
問 同実行委員会　☎ 25-1405

15日㈯～17日㈪　９：30～17:00
都北地区学校創意工夫工作展
【ウエルネス交流プラザ】

問 工業振興課　☎ 23-2753
環霧島エリア

８
月

25日㈯ 17：30～　南九州神楽まつり

26日㈰ 13：00～　霧島神宮奉納まつり
天孫降臨霧島祭【霧島神宮】
問 霧島市観光協会　☎ 0995-78-2115

９
月

１日㈯　13:00～
のじり湖祭【のじりこぴあ】
問 野尻庁舎地域振興課　☎ 0984-44-1100

インフォメーション

都城市現住人口

今月の表紙

テレビ番組の案内

ラジオ番組の案内

市の提供番組紹介

■ BTV ケーブルテレビ
　（デジタル 111ch、アナログ５ch）
　※毎回 10 分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① ６：50 〜　② 11：50 〜　③ 17：50 〜
　④ 20：50 〜　⑤ 22：50 〜

■ MRT ラジオ（AM 放送 936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月〜金曜日（祝日除く）15：30 〜 15：45
■シティエフエム都城（FM 放送 76.4MHz）
　「インフォメーション M」　毎週：月〜金曜日
　９：49 〜９：54、15：54 〜 15：59（再）

◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎ 23-7140

霧島市

小林市

いよいよ、子どもたちが楽しみにしていた夏休みが
始まりした。子どもたちの思い出づくりに、家族

で海や山へキャンプなどいろいろと計画している人も多
いのではないでしょうか？　でも、頭が痛いのが工作
や自由研究などの夏休みの宿題。何も親が気をもまな
くてもいいのでしょうが、わが子のこととなると、つい
つい手や口を出してしまうもの。今年は何を作ろうかと、
いつの間にか親の宿題になってしまいます。後になって
慌てないよう、こちらの方も計画が必要ですね。（久）

音楽の絵本
　クールブラス　

スゴ腕の動物たちが繰り広げ
る、にぎやかなビッグバンド・
コンサート！

●日時　９月22日㈯
　　　　開演 18:00（開場 17:00）
●入場料　無料　
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎ 26-7770

　盆地の夏の風物詩「おかげ祭り」が２日間にわたり開
催されました。今年で 20 年目の節目を迎えた同祭り。
灯籠山車などが練り歩く姿を見ようと、沿道には多くの
見物客が詰め掛けました。本祭り終盤のみこし宮入では、
神柱宮の境内にみ
こしが登場する
と、熱気は最高潮
に。担ぎ手らの威
勢のいい掛け声が
境内に響き渡り、
訪れた人たちを魅
了しました。

おかげさまで20年  成人を迎えた「おかげ祭り」

平成24年７月１日現在 前月比

世  帯  数 70,614世帯 （　  1）

人口総数 168,052人　 （－74）

男 78,749人　 （－27）

女 89,303人　 （－47）
※平成22年国勢調査確定値に基づく推計人口です

9月プラザびより×秋分の日

※２歳以下は膝上鑑賞無料。子ども券は３歳～高校生まで
　託児サービス（有料／要申し込み）　

語りとギターの夕べ
３人の語り手が、月にまつわる
話をクラシックギターの音色
と共にお届けします。
優しい音色と心地よい語りの
響きのコラボレーションで、癒
しの空間をお届けします。

●日時　10月６日㈯
　　　　 開演11:00（開場10:30）

●料金　〔全席指定〕   大　人 2,000 円
　　　　　　　　　  子ども 1,000 円

27　Miyakonojo City Public Relations   2012.8


